
眼科向けの手術装置を出発点に、眼鏡店向け検査装置などを手がけるニデックは、各
種光学部品のコーティングを行う東浜工場の生産管理システムとしてiSeriesを導
入。同時にデータ活用ツールとしてWorkFriendシリーズを導入した。New
WorkFriend-FXの使いやすさとそれを支えるiSeriesの柔軟性は、他部門にも波及。
現在では他社製汎用機上の基幹システムのデータや、他社製オフコンのデータも
iSeriesに転送し、WorkFriendで活用している。同社情報システム部の植村部長と
花井課長に聞いた。

設　立　 1971年7月

代表取締役 小澤秀雄

資本金 4億6,189万円（非上場）

従業員 1,242名

ＵＲＬ http://www.nidek.co.jp/

New WorkFriend-FXの使いやすさが
他部門にも波及。iSeriesの柔軟性との
相乗効果で情報武装を支える。
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使
い
や
す
さ
が
導
入
の
決
め
手

ニ
デ
ッ
ク
は
１
９
７
１
年
の
設
立

当
初
か
ら
一
貫
し
て
、
眼
に
関
わ
る

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
い
ま
や
世

界
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知
ら
れ
る
眼

科
用
各
種
医
療
機
器
を
皮
切
り
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
光
学
部
品
や
メ
ガ
ネ
レ

ン
ズ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
事
業
、
眼
鏡

店
向
け
測
定
機
器
等
へ
事
業
領
域
を

拡
大
し
、
２
０
０
１
年
に
は
人
工
視

覚
研
究
所
を
設
立
。
こ
こ
で
の
研
究

は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
か
ら

「
人
工
視
覚
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
委
託
先
と
し
て
選

ば
れ
て
い
る
。

特
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
事
業
は
、
メ

ガ
ネ
レ
ン
ズ
、
液
晶
パ
ネ
ル
と
い
っ

た
人
々
の
生
活
に
身
近
な
も
の
か
ら
、

レ
ー
ザ
ー
部
品
、
光
通
信
な
ど
の
キ

ー
パ
ー
ツ
ま
で
広
範
囲
に
事
業
が
拡

大
。
そ
れ
と
と
も
に
生
産
拠
点
も
増

え
、
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
の
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
向
け
に
鶴
ヶ
浜
工
場
が
稼
動
、
各

種
光
学
部
品
へ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
向

け
に
東
浜
工
場
、
大
沢
工
場
が
稼
働

し
て
い
る
。
ニ
デ
ッ
ク
で
は
も
と
も

と
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
他
社
製
の
汎
用

機
を
使
用
し
、
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
の
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
同
じ
会
社
の
オ
フ

コ
ン
を
使
用
し
て
い
た
が
、
東
浜
工

化
を
遂
げ
、
大
幅
な
機
能
強
化
、
速

度
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
年

間
１
０
０
万
件
を
超
え
る
売
上
デ
ー

タ
が
発
生
す
る
同
社
で
は
「
速
度
面

の
さ
ら
な
る
向
上
」
が
課
題
。
そ
も

そ
もW

o
rkF
rie
n
d

シ
リ
ー
ズ
は
、
最

大
６
万
件
強
の
デ
ー
タ
処
理
を
行
う

E
xc
e
l

を
ベ
ー
ス
と
す
る
だ
け
に
、
数

年
分
、
つ
ま
り
数
百
万
件
の
デ
ー
タ

を
処
理
す
る
際
に
は
限
界
も
あ
る
。

そ
こ
で
ニ
デ
ッ
ク
で
は
、
あ
ら
か
じ

め
情
報
シ
ス
テ
ム
部
側
で
現
場
ユ
ー

ザ
ー
の
利
用
が
想
定
さ
れ
る
複
数
の

サ
マ
リ
ー
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
な
ど
、

ツ
ー
ル
の
限
界
を
カ
バ
ー
し
、
長
所

を
生
か
す
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

他
社
ハ
ー
ド
か
ら
デ
ー
タ
を
転
送

W
orkFriend

で
分
析

も
と
も
と
東
浜
工
場
（
各
種
光
学

部
品
向
け
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
の
生

産
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
導
入
し
た

ｉ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
とW

o
rkF
rie
n
d

だ

場
の
生
産
管
理
用
に
は
ｉ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ

ｅ
ｓ
を
導
入
。
同
時
に
、
社
員
が
デ

ー
タ
を
自
由
に
活
用
す
る
た
め
の
ツ

ー
ル
と
し
てW

ro
kF
rie
n
d

を
導
入
し

た
。「

東
浜
工
場
で
は
加
工
工
程
に
払
い

出
す
ロ
ッ
ト
が
大
き
い
こ
と
か
ら
連

続
帳
票
の
使
用
を
止
め
、
コ
ピ
ー
用

紙
で
伝
票
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
基

本
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
も
ち
ろ

ん
、
印
刷
環
境
の
柔
軟
性
が
高
い
こ

と
か
ら
ｉ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
を
選
択
し

ま
し
た
。
デ
ー
タ
分
析
ツ
ー
ル
も
、

他
社
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で
動
く
も
の
に

比
べ
、W

ro
kF
rie
n
d

に
格
段
の
使
い

や
す
さ
が
あ
り
ま
し
た
」（
同
社
情
報

シ
ス
テ
ム
部
・
花
井
課
長
）

使
い
や
す
さ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
が
あ
る
が
、「
と
り
あ
え
ず
デ
ー
タ

を
見
た
い
時
な
ど
に
は
全
て
の
項
目

を
一
括
で
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

か
つ
条
件
を
設
定
す
る
際
に
も
そ
の

や
り
方
が
き
わ
め
て
わ
か
り
や
す
い
」

こ
と
が
現
場
か
ら
も
好
評
だ
っ
た
と

の
こ
と
。
導
入
時
に
は
講
習
会
も
開

催
し
た
も
の
の
、
実
際
に
使
い
始
め

る
と
講
習
会
の
必
要
性
も
な
い
ほ
ど

に
ス
ム
ー
ズ
に
現
場
で
の
活
用
が
進

め
ら
れ
た
。

W
o
r
k
F
r
ie
n
d

は
「N

e
w

W
o
rk
F
rie
n
d

」
へ
、
そ
し
て

「N
e
w
W
o
rkF
rie
n
d
F
X

」
へ
と
進
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っ
た
が
、W

o
rkF
rie
n
d

の
使
い
勝
手

の
良
さ
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
、
そ
の

活
用
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
他
社
製
汎
用
機
で
動
い
て

い
る
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
、
さ

ら
に
は
同
じ
く
他
社
製
オ
フ
コ
ン
で

動
い
て
い
る
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
・
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
各
種
デ
ー
タ
を

W
o
rkF
rie
n
d

を
使
っ
て
分
析
し
た
い

と
い
う
要
望
が
現
場
か
ら
生
ま
れ
て

き
た
の
だ
。

オ
フ
コ
ン
か
ら
ｉ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ

へ
の
フ
ァ
イ
ル
転
送
は
、
あ
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
す
る
こ
と
で
実
現

し
た
（
図
の
緑
の
デ
ー
タ
）。
問
題
は

汎
用
機
だ
っ
た
。
汎
用
機
か
ら
ｉ
Ｓ

ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
へ
フ
ァ
イ
ル
を
転
送
す

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
存
在
し
た
が
非

常
に
高
価
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、

汎
用
機
と
オ
フ
コ
ン
は
同
一
メ
ー
カ

ー
製
で
フ
ァ
イ
ル
転
送
の
仕
組
み
を

持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
基
幹
シ
ス

テ
ム
の
デ
ー
タ
を
汎
用
機
か
ら
一
度

オ
フ
コ
ン
に
転
送
し
、
さ
ら
に
ｉ
Ｓ

ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
に
転
送
す
る
仕
組
み
を

構
築
し
た
（
図
の
赤
の
デ
ー
タ
）。

２
０
０
３
年
の
下
期
に
は
こ
の
オ

フ
コ
ン
（
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
・
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
）
が
リ
プ
レ
ー
ス
さ
れ
、
再

び
既
存
メ
ー
カ
ー
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

が
導
入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
時
、

営
業
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
用
に
多
次

元
分
析
ツ
ー
ル
の
導
入
が
検
討
さ
れ
、

ニ
デ
ッ
ク
で
は
当
該
メ
ー
カ
ー
の
推

奨
商
品
とW

o
rkF
rie
n
d

シ
リ
ー
ズ
を

比
較
検
討
。
最
終
的
に
、N

e
w

W
o
rkF
rie
n
d
-F
X

の
多
次
元
分
析
オ

プ
シ
ョ
ン
が
導
入
さ
れ
た
。

多
次
元
分
析
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
Ｐ
Ｃ
サ
ー
バ
ー
に
置
か
れ
る
た
め
、

オ
フ
コ
ン
の
デ
ー
タ
は
一
度
、
ｉ
Ｓ

ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
に
転
送
さ
れ
た
後
、
再

び
Ｐ
Ｃ
サ
ー
バ
ー
に
転
送
さ
れ
る
カ

タ
チ
と
な
っ
て
い
る
（
図
の
水
色
の

デ
ー
タ
）。

こ
う
し
てW

o
rkF
rie
n
d

の
活
用
範

囲
が
広
が
っ
て
い
っ
た
結
果
、
現
在

ニ
デ
ッ
ク
で
は
、
合
計
65
台
の
端
末

でN
e
w
W
o
rkF
rin
d
-F
X

が
活
用
さ

れ
て
い
る
。
各
現
場
で
は
日
報
や
月

報
が
定
期
的
に
「
紙
で
」
出
力
さ
れ

る
こ
と
は
も
は
や
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー

各
自
が
必
要
と
す
る
情
報
は
す
べ
て
、

N
e
w
W
o
rkF
rie
n
d
-F
X

を
利
用
し

て
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
入

手
す
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
現
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
多
次
元
分
析
用
に
Ｐ

Ｃ
サ
ー
バ
ー
を
導
入
し
た
ニ
デ
ッ
ク

で
は
、
今
後
、
工
場
の
生
産
管
理
シ

ス
テ
ム
、
さ
ら
に
は
現
在
汎
用
機
で

運
用
し
て
い
る
基
幹
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
Ｐ
Ｃ
サ
ー
バ
ー
に
移
行
す
る
考
え

を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
Ｐ
Ｃ
サ
ー
バ
ー
は
導
入
時
の
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
低
い
も
の
の
、
安

全
性
・
信
頼
性
を
考
慮
す
る
と
リ
ス

ク
が
高
い
。
加
え
て
故
障
率
や
故
障

時
の
対
応
な
ど
の
運
用
コ
ス
ト
を
考

慮
す
る
と
、
必
ず
し
も
コ
ス
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
今
後
も
適
材
適
所
で
使
い
分
け

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」（
同
社
情

報
シ
ス
テ
ム
部
・
植
村
部
長
）

つ
ま
り
「
万
一
、
停
止
し
て
も
全

社
的
な
ダ
メ
ー
ジ
に
は
な
ら
な
い
分

野
で
の
み
Ｐ
Ｃ
サ
ー
バ
ー
を
利
用
す

る
」
姿
勢
を
徹
底
し
て
い
る
。

信
頼
性
や
安
全
性
を
重
視
す
る
姿

勢
は
、
眼
の
安
全
に
こ
だ
わ
っ
て
き

た
同
社
の
生
業
と
も
深
く
絡
ん
で
い

る
。「
他
社
よ
り
優
秀
な
商
品
を
常
に

先
行
し
て
提
供
す
る
」
開
発
力
を
武

器
に
挑
戦
を
続
け
る
ニ
デ
ッ
ク
に
と

っ
て
、N

e
w
W
o
rkF
rie
n
d
-F
X

を

中
核
と
し
た
情
報
力
は
大
き
な
戦
力

と
な
っ
て
い
る
。

■NewWorkFriendシステム構成図 

マスタDB、売上DB マスタDB、売上DB C2検査DB、受注DB

マスタDB、売上DB C2検査DB、受注DB

Cグループ損益DB、色相DB

生産管理システムDB 
（検査DB他） 

多次元分析DB（売上） 

ファイル転送、ジョブ投入／OpenWay-FT 
無線LAN（10M）／捨石工場経由 

NewWorkFriend利用PC 
15台 

NewWorkFriend利用PC 
25台 

NewWorkFriend利用PC 
25台 

鶴ヶ浜工場／Primergy 
全C2グループ生産管理システム 

東浜工場／AS400 
C1グループ生産管理システム 

捨石工場／GS8300 
全社基幹システム 

（コート部販売管理システム） 

大沢工場／AS400端末 
C1グループ生産管理システム 

光ケーブル（1M） 

ファイル転送転送、ジョブ投入投入（HICSHICS）／アナログ専用専用線 ファイル転送、ジョブ投入（HICS）／アナログ専用線 
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